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電気通信大学　平成16年度シラバス

授業科目名 応用数理解析第二

英文授業科目名 Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　II

開講年度 2004年度 開講年次 ２年次

開講学期 ４学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-専門共通科目-選択必修科目

開講学科・専攻 量子・物質工学科

担当教官名 渡邊　信一

居室 東６-５２１

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

 電磁気学や量子力学など現代の科学技術の基礎となる科目で頻繁に使われる固有値問題と直交多項式を中

心に学ぶ。直交多項式をリュービル・シュツルム型の２階常微分方程式に対する固有値問題の解として位

置づける視点をとり、変分法との関連で系統的に考察する。ともすると無秩序のように見える種々の関数

が満たす一般的性質を見通しよく学ぶ。

【前もって履修しておくべき科目】

線形代数学I、II、微積分学I、II、応用数理解析I

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

解析力学

【教科書等】

小野寺 嘉孝著 「物理学のための数学」(裳華房)

【授業内容とその進め方】

 １ 固有値問題  ２ 微分と偏微分     微分、偏微分、全微分、ラグランジュ未定乗数法、ヤコビアンなどの復

習。        中間試験第一  ３ 変分法     オイラー方程式、積分形の付加条件がついた問題、直接法など。  ４ デ

ルタ関数     デルタ関数の定義と諸性質、デルタ関数のいろいろな表現などの復習。        中間試験第二  ５

直交関数系      フーリエ級数、直交関数系、シュミットの直交化、      ワイエルシュトラウスの近似定理な

ど。  ６ 直交多項式      エルミート多項式、ルジャンドル多項式、ラゲール多項式、      ラゲール陪多項式な

どの諸性質と応用。        期末試験
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【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a)評価方法：中間試験および期末試験の総合成績による。(b)評価基準：以下の到達レベルを持って合格の

最低基準とする。(1) 簡単な固有値問題の固有値と固有ベクトルが求められる。(2) 簡単な変分問題を間接法

と直接法で解ける。(3) 直交関数系が構築できる。直交多項式の性質を母関数を使って理解できる。

【オフィスアワー：授業相談】

特に設けない。授業中または授業後に積極的に質問すること。

【学生へのメッセージ】

数学は物理の基礎言語です。数学と物理の深い関連に注目して、数学を無味乾燥なものとして捉えないよ

うにすること。

【その他】

　


